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　　　　　ＦＤ開発プロジェクト・リーダー
　　　　　情報メディア教育研究センター教授）
　みなさん、こんにちは。情報メディア教育研
究センターの常盤です。
　今日の主題は、この「ARCSモデルによる授
業改善」です。ARCSモデルというのは、世界
的に有名なインストラクショナルデザインの方
法論です。
　このような“授業チェックシートによる授業
改善”というと、学内のワーキンググループ
で作ったり、あるいはどこかのヒント集から
チェックシートを作ったりすることが多いので
すが、ARCSモデルというのは1980年代に開発
された世界で通用するモデルです。幸いにして
法政大学は「スーパーグローバル大学」に採択
されました。そこで、このARCSモデルを使え
ば、グローバルスタンダードという視点で、世
界の方と話ができるのではないでしょうか。そ
のような意味で、ARCSモデルはローカルなも
のではなく、全世界的に有名なモデルです。そ
れを理解することによって、学習の効果を上げ
ることができるようになります。
　では、今日は次のような内容で話していき
たいと思います。最初にARCSモデルの概要を、
次に、実習のためのチェックシートの利用ガイ
ドの説明を、そして実習という流れです。最後
に、Q&A等をさせていただきたいと思います。
ARCSモデルとは
　ARCSモデルは「Attention」、「Relevance」、
「Confidence」、「Satisfaction」という頭文字
をとってARCSと言っています。今日はARCS
モデルを用いた授業のチェックシートを紹介し
ますが、教員がある程度授業を面白くさせるた
めにはどうすればいいかという方法論です。こ
れを学ぶことにより、学生がモチベーションを
持って授業を受けることに対して、いろいろな
方略を立てることができるというものです。
　学生が授業を受けるときに、はじめにその授
業が“おもしろそうだな”と思わないと授業に
参加しても、あまり興味深く授業を聞かない
だろうと思います。授業を始めていくうちに、
“やりがいがありそうだな”と思えば、食いつ
いてくるだろうと思います。非常に難しい授業
だと、なかなか難しいかもしれませんが、“や
ればできそうだな”と思えれば、またやりたく
なります。最後の15回目が終わった時に“やっ
てよかったな”と思えれば、また学習したくな
ります。この方略がこのARCSモデルのねらい
です。
　ARCSモデルはもともと、Florida State 
Universityのケラー先生が作ったものです。今
日説明させていただくARCSモデルはこの本１）
に凝集されています。タイトルは、「学習意欲
をデザインする」です。学習意欲はモチベー
ションですので、「モチベーションのデザイ
ン」とも言えます。
　では、どのようにしてケラー先生はこのよう
なARCSモデルを導いてきたのかということで
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す。彼はいろいろな文献の調査をしたうえで、
クラスタリングをして、その概念が４つに分類
できることを見出し、それをいろいろ修正した
結果、ARCSモデルとして、1987年に発表しま
した。30年ほど前のものになりますが、ずっと
使われてきています。
　例えば、1980年代にeラーニングが盛んに
なった時、インストラクショナルデザインなど
が議論され、デザイナーを育成するための大学
院等ができてきました。日本では熊本大学が有
名ですが、アメリカではインストラクショナル
デザイナーというスペシャリストを輩出して、
授業のデザインとか教材のデザインをしてきま
した。その中で取り上げられてきた方法論が
ARCSモデルです。
　方法論としては、ADDIE（アディー）モデ
ルというものもあります。ADDIEモデルは、
「Analysis」して、「Design」して、「Development」
して、「Implementation」して、「Evaluation」す
るというやり方ですが、このARCSモデルはそ
れとは違うやり方になります。
ARCSモデル展開の経緯
　我々のFD推進センターの開発プロジェクト
は何をやってきたかということを説明します。
昨年度から私がリーダーをやらせていただいて
いますが、我々のFD開発プロジェクトの活動
目的は「教育および学びの質の向上を目的とし
――FD推進センターの理念ですが――、すべ
ての教員が使える教育方法および教育支援ツー
ルの展開を行う」ということです。
　教育支援ツールは、例えば、「授業支援シス
テム」とか「eポートフォリオシステム」、最
近では箱モノで「ラーニングコモンズ」なども、
このようなツールと考えています。“それらを
使ってどうやれば授業がうまく行くか”という
ことをいろいろと検討して学内に展開していく
ことをやっています。
　このARCSモデルは、昨年の４月からこの方
針に則ってstudyしてきたものです。いろいろ
な教育方法を調査して、ARCSモデルがいいの
ではないかということになりました。昨年の７
月にチェックシートのファーストエディション
を作って、FD推進センターのメンバーに試用
してもらいました。そうしますと、いろいろな
ことが分かってきたので、それらの結果を踏ま
えて修正し、取りまとめました。それは今年の
２月の学部長会議で「授業改善のための授業
チェックシートのご紹介」というタイトルで、
児美川先生からご説明いただいたと思います。
　そして今日、このFDワークショップに至
りました。目標としては、「すべての教員が
ARCSモデルを想定して授業改善会話ができ
る」ということです。
チェックシートの概要
　それではチェックシートをご説明させていた
だきます。お手元にB４版のチェックシートが
あると思います。まずチェックシートの構造を
最初に説明させていただいて、実習に入りたい
と思います。
　チェックシートの上のところに、今から
チェックしようとする授業の属性を記載します。
授業名や、必修か選択、学生数、先生の名前、
開講期をタイトルとして書きます。そうしない
と、どの授業をチェックしたのかわからなくな
るので、その授業がユニークになるような属性
をここに書きます。
　そしてここにARCSと先ほどお話させていた
だいた４つの概念が書いてあります。これだけ
では、まだ漠然としていて、詳細に検討しよう
としてもよくわからないと思われます。そこで、
ARCSの大分類をそれぞれ３つずつにブレイク
ダウンして12の視点から授業をチェックしよう
ということになっています。
　この12の視点というのは、普通全部は考えつ
かないと思います。たぶん、モチベーション
のある授業をやろうと先生方が言われたとき
に、“では、どういう視点でそれらをやってい
けばいいのか”ということについてはなかなか
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思いつかないものです。私はコンサルタントを
やっていたことがあるのですが、コンサルタン
トは「モレとダブり」があると絶対にいけない
と教えられています。そのため網羅性が重要と
なります。動機付けをするための手段として、
ARCSモデルで示されるこの12の視点は、すべ
てを網羅しているのではないかと考えています。
そうしますと、これらを使って授業をチェック
していければ、漏れはないだろうと考えられま
す。
　チェックシートの左から２列目はブレイクダ
ウンされたARCSモデルで、“概念の分類”と
いうタイトルになっています。「知覚的喚起」
とか「探究心」とか書かれていますが、それら
の視点からどういうことをやればいいかという
ことを“設問”形式でここに書いています。例
えば、「知覚的喚起」という視点で授業を捉え
る時、何をしていれば、そういうことが実現さ
れていると考えられるかということです。この
場合は、「知覚レベルの好奇心を喚起し、学生
の興味を引くことをしているか」という設問に
なります。これを先生方の授業に当てはめてみ
て、行われていればいいわけです。チェック
シートの中では、これだけでは分かりにくいと
いうことがあり、具体例をその右列に載せてい
ます。この具体例は、すでに試しにやっていた
だいた法政大学の先生方の事例をピックアップ
しています。したがって、他の大学のものでは
ないので、法政大学に合った内容のものが書か
れているはずです。
　右側の２つの列は先生が書き込んでいただく
ようになっていて、右から２列目は、先生がご
自分の授業をチェックしていただいた結果を記
載します。もし、「～していない」ということ
が現状に書かれていた場合には、それをするた
めの改善をどうするのかというのを一番右の列
に書くという構成になっています。
概念の分類――12の視点
　12の視点をそれぞれ説明させていただきます。
（１）Attention注意
　最初の視点は「視覚レベル」です。一番分か
りやすい例は目で見ることができるビジュアル
なものを学生に提示すれば、学生は興味がわく
だろうということです。２番目の「探究心の喚
起」というのは、知的好奇心を喚起して、より
深堀りしようという行動に出てくれないかとい
うことです。授業で教えただけではなくて、そ
れ以上、自発的にやるようなことがあればいい
と考えます。３番目は、「変化性」ですが、学
生のモチベーションを維持するために、授業に
変化をつけているか。これは90分の授業で、例
えば20分ずつ区切ってやっていただいても結構
です。あるいは、15回の授業で、１回目、２回
目、３回目は座学にして、４回目と５回目は実
習にするといった例です。こうしたやり方があ
るので、授業内の変化性と期を通じての変化性
ということが考えられます。これがAttention
をひくための方略となります。
（２）Relevance関連性
　２番目の概念は、「関連性」ということで、
学生とその授業がどう関係しているかというこ
とになります。最初の「目的指向性」というの
は、その授業が学生の将来の目的やゴールと結
びついているかということです。結構難しいの
は、学生の目的やゴールが、大学の卒業時の
ゴールなのか、あるいはその学生が人生の目標
としているゴールなのかということです。そこ
はどちらでもかまわないと思っています。いず
れにせよ、その学生が持っている目的、ゴール
に合ったものをやっていかなければいけないと
いうことです。これは学生に聞かないと分から
ないので、具体的な事例としてはアンケートを
取るしかないと思います。もちろん、授業中に
聞いていただいてもいいのですが、100人もの
授業で学生がどう考えているかというのを一人
ひとり聞くのは難しいので、アンケートなどを
取って、どういう目的を持っているかを調べる
ことが考えられます。次は「動機との一致」で
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す。これが結構難しいのは、目的を持たない学
生、その授業に単に出ているだけという学生の
存在です。この視点では、そういう学生を授業
に関与させるための動機づけをしているかとい
うことになります。この具体例としては、ロー
ルモデルの提示としてゲストスピーカーを呼
んでお話をしてもらうと、“この授業を取ると、
このような人になれるのか”ということがわか
るので、ある程度動機づけられると思われます。
３番目は「親しみやすさ」です。これは学生が
今まで経験したこと、小中高で経験したことや、
あるいはすでに３年生の場合は、１年生２年生
で授業をとっていて、それと関連したことか、
あるいは日常生活で何かそれに関連したことを
授業に取り入れているかということです。そう
いう身近なものを例にとっているかどうかとい
うことがここでチェックされます。関連性は以
上の３つの視点から見ていただくことになりま
す。
（３）Confidence自信
　３番目の概念は学生がその授業をとって「自
信」を持てるかということです。最初の視点の
「学習要求」では、教員が学生に対してどうい
うことを要求しているかということを明らかに
します。その授業を行うときに、先生が学生に
期待すること、あるいは評価することを最初に
伝えておきます。「こういう評価基準でやりま
す」、「この授業で得られること」について、あ
らかじめ言っておくのです。「成功の機会」と
いうのは、その授業の中で成功する機会を学生
に与えているかということです。例えば、学生
に発表させる機会やレポートを提出させる機会
を与えることです。一方的に授業をやっている
だけでは、学生は何もできません。学生に何か
発言させる、いわゆるアクティブラーニングで
もいいのですが、そのようなことをさせている
かということです。３番目は学生が授業を受け
たことによって、自信を持てるかどうかという
ことです。授業で学習したことによって自信を
持っていろいろなことに対応できるようになる
かということがここで確認されます。
（４）Satisfaction 満足感
　最後は「満足感」です。「内発的な強化」、
「外発的な強化」がありますが、内発的という
のは、“自分自身で何かをやってやろう”とい
うことで、ボランティアなどがその最たる例で
す。「外発的な強化」は、教員が学生に対して
賞賛する、評価する、それから海外の例では、
賞品を与えるということもあります。そのよう
なインセンティブを与えるためにすることです。
「公平」です。学生を公平に評価したかどうか
という視点になります。
　この12個の視点で授業を評価していただけれ
ばと思います。これだけでは、わかりにくい点
がありますので、少し事例を出したいと思いま
す。
チェックシート利用法
　その前にこのチェックシートはどのような
ところで使えるのかということを説明します。
チェックシートというと“まだ取り組めていな
い授業改善の方法に気づく”ということを目的
とし、抜けているところをチェックすることが
一般的です。また，試用してみてわかったこと
は、工夫をされている授業がこれで裏打ちされ
るということです。例えば、先生方の授業改
善に関するプレゼンテーションと聞くと、よ
く出てくる事例として次のような例がありま
す。「その回の授業内容に関連するビデオを見
せて学生の興味をひいています」ということと
か、あとは、デザイン工学部などでは「目に見
えるものを制作することによって達成感を与え
ます」とか、「授業内でコンテストを行ってい
ます」とか言われますが、実はこの３つは、こ
のARCSモデルに基づいたチェックシートに含
まれるものです。このように、すでに取り組ま
れている授業改善の方法を自覚するということ
ができます。
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　“自分はこれだけいいことをやっている”と
いうことがわかる、それから、“取り組めてい
ないものがわかる”という両面の視点から、こ
のチェックシートは使えるのではないかと思っ
ています。
事例――すでに取り組まれている 
 授業改善方法の気付き
　「FDハンドブック」２）がFD推進センターの
HPにあるのですが、そこではいろいろな先生
に「私の授業の工夫」というテーマで投稿して
いただいています。はじめに陣内先生の事例を
分析してみたいと思います。
●陣内先生の場合
　デザイン工学部で140名の授業です。建築の
授業ですが、「ギリシャ神殿やルネサンスの建
築など、過去の古いことをそのまま教えたので
は、退屈に決まっている。今の時代にとってど
んな意味があるのかを考え、日常的な話題と結
びつける形で話すのが最大のコツだ。」という
のは、先ほどあったRelevanceの３番目「親し
みやすさ」に該当します。そして面白い教科書
を作っているのですが、「単に、知識、情報を
与えるのではなく、学生達に自分で考える姿
勢を身につけてもらいたいから」というのは、
これはより深く探究して欲しいということで、
「探究心の喚起」にあたるわけです。「図がた
くさん入ったプリントもふんだんに配付」して
いるということは、「知覚的喚起」をしていま
す。「だが建築の場合、頭で理解するだけでな
く、感銘を受けることが最も大切だ」というこ
とは、これはまさに「内発的な強化」をねらっ
ているということになります。したがって、陣
内先生の授業においては、この４つの要素が含
まれた視点から授業を改善されているというこ
とが分かります。
●尾木先生の場合
　もう一つ、事例として尾木先生の授業を取り
上げてみます。学生数は350 ～ 470人の授業で
す。いろいろとあるうちの一部を抜粋しますが、
「学生相互の信頼関係と学び合いの雰囲気を形
成するために、講義通信を毎回２～３号発行。
先回提出されたミニレポートからさまざまな意
見や感想を取り上げ、それらを素材にしながら
授業を展開していく」という授業方法です。レ
ポートを見て、いいものを紹介するというやり
方ですが、これはまさに、学生が出してくれた
ものを評価して褒め称えています。たぶん、尾
木先生のことですから、いろんなこういったも
のを取り上げて、それを評価して“こういうと
ころはいいよね”ということをやられていると
思うのですが、それは「外発的な強化」に他な
らないわけです。
　次にあるのは「授業中に最低２回のワークを
取り入れた」ということです。これは単に一方
的に話すだけではなくて、「変化性」を持たせ
ていることに他なりません。最後はディスカッ
ションをされているようなのですが、「２分間
話し合いなさい」ということをされて、机間巡
視ということで、机の間をまわりながら、「い
くつかのグループにディスカッションの内容を
報告させる」ということは、これはやはり同じ
ことで、成功の機会を与えて、かつ、評価して
やるということをやられているわけで、これも
「外発的な強化」になります。
　したがって、このような授業の工夫というの
をいろいろと見てみると、12の要素のいずれか
のところに該当します。
事例――まだ取り組めていない 
 授業改善方法の気付き
●野々部先生の場合
　今度は、野々部先生の授業を見てみます。
野々部先生はご自分の授業の中で、この５つの
ところが不足しているということを、右側の
欄に書いていただいています。例えば、「知覚
的喚起」という点では、「説明のほとんどは文
字・数式によるものである」ということで、や
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はり「関連画像とか動画を示さないといけな
い」ということが書かれています。「変化性」
という観点では、「各回の授業を、説明→練習
問題→補足説明→演習を繰り返す形式で行って
いる」わけですが、「期を通じての変化はほと
んどない」ということで、「時間的な余裕があ
れば、復習を兼ねて演習や応用課題に取り組む
だけの回を設定したい」ということが書かれて
います。「目的指向性」のところでは、「学科の
理念・求める人材像と結び付けてはいるが、履
修学生のニーズは把握できていない」というこ
となので、「アンケートを実施したい」という
ことです。「内発的な強化」については、「演習
課題を課しているが、内発的な興味に繋がるレ
ベルかどうかは把握していない」ので、「応用
課題を出したい」ということです。「外発的な
強化」という観点から、「提出物の評価をフィー
ドバックしている」のですが、それでも「優れ
た提出物を授業内で紹介したら、どうだろう」
ということで、５つの改善点――新たな取り組
み――をやってみようという気付きを与えられ
たことが分かります。これは、まだ取り組めて
いないところが気付けた事例となります。
ARCS項目アンケート結果
　私は、この春学期に担当している授業を
チェックシートでチェックし改善しているので
すが、その結果として“学生は、どう感じた
か”というアンケート取りました。教育では、
評価して、フィードバックしていくというのが
重要ですので、実際に自分で計画したものが本
当に学生に伝わっているかどうかということで
アンケートを取って調べました。
　これは40人のアンケート結果です。ほとんど
の項目がfavorになっています。どういう質問
をしたかというと、例えば「知覚的喚起」の時
は、“学生の興味を引くための工夫はされてい
たか”ということを授業支援システムのオンラ
インテストを使って確認しました。
　favorが15人しかいない、「成功の機会」が与
えられていないという項目があります。質問の
仕方が悪かったのも一因ですが、“課題を通じ
て自分の能力に自信を持てたか”ということで
す。この項目について授業でうまくできなかっ
たというのが分かります。
　残念ながら今の授業改善アンケートは、この
ような視点からアンケートは取れません。その
ためこれは個人的に授業支援システムを使って
実施したわけです。
実習
　お配りしたものの最初のページがブランク
シートになっています。せっかくですので、先
生方におかれましては、15分間の中で、ひと
つ、現時点で先生が最も関心のある授業を取り
上げてみてください。そして、試しにこの担当
されている授業における現状を埋めていただい
て、もしその中で実施できていないことがあれ
ば、新たな取り組みを書いていただきますとい
いのではないかと思います。
　この２ページ目以下は、野々部先生、私、経
営学部の佐野先生、文学部の小林先生のチェッ
ク事例です。これらの事例はそれぞれ異なる特
性の授業になっています。野々部先生は理工学
部です。私の授業は、大学院の少人数になりま
す。佐野先生の授業は確か400名とか500名の経
営学部の選択必修の科目です。小林先生は50～
60名の文学部の文系の授業。最後の佐野先生の
授業は、大学院で10名のものです。このように
バリエーションのあるサンプルになっています。
15分くらいでやっていただきまして、お一人の
先生にご発表いただいて、それで閉めていきた
いと思います。
　それではやってみてください。【記入上の注
意】に書いてありますが、該当しないものもあ
りますので、そういう場合は空欄でも構わない
と思います。
　改善するところ、一番右の列ですが、そこも
すべてのところで書く必要はなくて、３ヶ所と
か４ヶ所ぐらいになるかと思いますが、全部を
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埋めるということはしなくても結構です。
まとめ
　どうもありがとうございます。このように、
このシートを埋めるのはそれほど時間がかかる
わけではないと思います。10分～15分くらいで
やっていただければいいと思っています。まず、
私がこのARCSモデルを取り上げた理由の一つ
として、“先生に手間をかけるものは、絶対に
学内では広がらないだろう”という前提があり
ました。このレベルだったら簡単にチェックで
きると思いましたので採用を決断しました。お
気づきになったかもしれませんが、これは今や
られている授業をチェックしていただくのも結
構ですし、すでに完了した、今ですと春学期の
授業をチェックしていただくのも結構です。も
ちろん、今の秋学期の授業でもこの時期にやっ
ていただければ、これからまだ残すところ数ケ
月ありますから、その中で改善するというのに
も使えるので、いつやってもいいと思います。
　授業のやり方はいろいろあると思います。例
えば、最近では反転授業とかありますし、昔か
ら協調学習はありました。このチェックシー
トはどのようなやり方の授業でも適用できま
す。授業の進め方については先生にお任せし、
ARCSをブレークダウンした12の視点の内容が
授業に含まれて入ればいいという形で使ってい
ただければと思っています。
　今後ですが、まず冒頭でお話しさせていただ
いたように、ARCSモデルという考え方をすべ
ての教員に知っていて欲しいと思います。今
やっていただいて、理工学部、現代福祉学部、
法学部で“使えそうだな”ということがあれば、
説明にあがります。それぞれの教授会で20分ぐ
らい説明させていただければ、すべての教員が
おそらくARCSという言葉だけは覚えていただ
けると思っています。そもそもARCSモデルを
すべての教員が知っていて欲しいというのが目
標になっているので、そこまでやっていきたい
と思います。
　今、書いていただいたように、先生が実際に
ご担当されている授業には、かなり工夫されて
いることが入っているはずです。今回は、紙で
やっていただきましたが、エクセルでもできる
ようになっています。
　「FDハンドブック」は授業の工夫ということ
で、それぞれの方にコラムを書いていただいて
います。2015年度にはARCSモデルの視点から
検索できるシステムにリニューアルする予定で
す。
　学生アンケートも本当はやりたいところです
が、今、Web化しているので、再来年くらい
には、授業改善アンケートの内容についても、
ARCSモデルを踏まえたものにできればと思っ
ています。
【注釈】
１）　 J.M.ケラー（2010）『学習意欲をデザイン
する – ARCSモデルによるインストラク
ショナルデザイン』北大路書房
２）　 http://fd-handbook.ws.hosei.ac.jp/
 
